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お
知
ら
せ
＝
ー
ナ
ー

遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
社
会
厚
生
課
i

給
戦
以
来
す
で
に
二
十
五
年
を
経
し
て
下
さ
い
。

れ
ぱ
、
金
の
取
り
立
て
は
裁
判
が
な

く
て
も
、
公
正
証
書
の
力
で
強
制
執

行
が
で
き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
公
正
証
書
を
っ
く
っ

て
殉
け
ば
争
い
を
未
然
に
防
止
で
き

て
取
り
引
き
や
契
約
は
安
全
で
す
。

近
頃
は
一
般
の
人
々
も
、
さ
か
ん
に

公
証
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

ね
て
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　
公
正
証
書
を
つ
く
る
手
数
料
は
証

書
の
内
容
の
価
額
に
よ
り
ま
す
が
、

基
本
の
料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

目
的
価
額
　
　
　
　
　
手
数
料

　
　
十
万
円
ま
で
　
　
　
　
五
百
円

　
　
二
十
万
円
ま
で
　
　
　
六
百
円

　
　
五
十
万
円
ま
で
　
　
　
九
百
円

輪
車
以
上
）
は
県
税
と
し
て
県
に
納

め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自

動
車
、
小
型
自
動
車
（
二
輪
車
）
は

市
町
村
に
納
め
ら
れ
ま
す
。

　
大
型
特
殊
自
動
車
は
、
固
定
資
産

税
と
し
て
各
市
町
村
に
納
め
ら
れ
ま

す
。

一
位
　
上
原
　
　
章
（
田
沢
中
）

（
小
学
生
の
部
）

一
位
　
樋
口
　
典
昭
（
田
沢
小
）

三
位
　
滝
沢
正
雄
（
田
沢
小
）

清
津
ス

キ
ー
ク
一
フ
ブ

　
　
　
　
〈
会
員
募
集
V

　
糸
鐸
『
占
，
ヲ
一
　
一
　
臥
．
一
一
　
「
「
一
杢
2
牽

過
い
た
し
ま
し
た
が
、
さ
き
の
大
戦

に
拘
い
て
戦
死
さ
れ
た
方
々
に
つ
き

ま
し
て
は
死
亡
公
報
に
よ
り
戦
没
事

実
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、

当
時
は
旧
軍
の
機
密
保
持
等
の
事
情

に
ょ
り
戦
没
者
の
戦
没
の
場
所
が
明

ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
が
お
ら

れ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
下
記
の
期

間
に
発
行
し
た
死
亡
公
報
を
受
け
た

方
は
役
場
社
会
厚
生
課
に
調
査
申
請

書
が
ま
い
り
ま
し
た
の
で
至
急
連
絡

公
証
制
度
の
お
知
ら
せ

　
一
　
「

一
　
レ

　
記

一
、
旧
陸
軍
関
係

昭
和
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和

　
二
十
一
年
六
月
十
四
日
ま
で
の
間

　
に
発
行
し
た
死
亡
公
報
を
受
け
た

　方
二
、
旧
海
軍
開
係

　
昭
和
十
七
年
二
月
三
日
か
ら
昭
和

　
二
十
二
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
間

　
に
発
行
の
死
亡
公
報
を
受
け
た
方

　
公
正
証
書
は
全
国
何
処
に
も
あ
る

公
証
役
場
で
何
時
で
も
つ
く
ら
れ
ま

す
。
法
律
は
知
ら
な
く
と
も
、
誰
で

も
、
手
軽
る
な
手
つ
づ
き
で
依
頼
で

き
ま
す
。
代
理
人
で
も
や
れ
ま
す
。

　
手
つ
づ
き
の
く
わ
し
い
こ
と
は
最

寄
り
の
公
証
役
場
か
法
務
局
に
た
す

自
動
車
税
の
あ
ら
ま
し

　
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
買

い
に
な
っ
た
と
き
に
自
動
車
取
得
税

を
、
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
自
動
車

　
　
百
万
円
ま
で
　
　
　
千
二
百
円

　
　
二
百
万
円
ま
で
　
　
千
七
百
円

　
　
五
百
万
円
　
　
　
二
千
四
百
円

　
　
一
千
万
円
ま
で
三
千
五
百
円

　
　
一
千
万
円
以
上
五
百
万
円
を

　
　
増
す
ご
と
に
五
百
円
と
な
ま

　
　
す
。ー

税
務
課
－

使
わ
れ
、
み
な
さ
ん
に
還
元
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

◎
自
動
車
税
と
は

　
清
津
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
中
里

村
に
居
住
す
る
（
原
則
的
）
ス
キ
ー

愛
好
者
に
よ
っ
て
昨
年
秋
結
成
さ
れ

念
願
の
村
営
ス
キ
ー
場
も
完
成
し
、

ま
す
く
ス
キ
ー
の
普
及
発
展
を
は

か
ろ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
出
来
る
だ
け
多
数
の
人
か
ら
仲
間

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
目
下
会
員

募
集
中
、
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
下
さ

い
。

　
年
令
、
男
女
、
技
術
の
程
度
は
問

い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
先
中
里
村
役
場
内
、
清

津
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
吉
楽
克

之
）会

費
年
間
三
〇
〇
円

　
な
お
今
シ
ー
ズ
ン
に
は
次
の
よ
う

な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
初
滑
り
　
　
　
村
外
ス
キ
ー
場

　
ス
キ
ー
場
開
き
村
営
ス
キ
ー
場

　
講
習
会
　
　
　
村
外
ス
キ
ー
場

　
ス
キ
ー
行
軍
　
　
村
外
ス
キ
ー
場

　
講
習
会
　
　
　
村
営
ス
キ
ー
場

　
ス
キ
ー
大
会
　
　
村
営
ス
キ
ー
場

　
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
　
　
　
鷹
羽
部
落

　
　
　
（
日
時
は
後
日
決
定
す
る
）

◎
産
声

氏
名
　
父
の
名
　
部
落

竹
藤
美
和
子
虎
　
一
　
如
来
寺

富
井
貴
仁
正
市
　
　
如
来
寺

◎
高
砂

｛
翻
酬
整
登
贈

｛
翻
賄
菱
辮
翻

｛
翻
縫
臓
嬰
W
覇

｛　新郎桑原　　清

（
一
ε
）
倉
俣

新
婦

1
法
務
局
ー

税
を
県
に
（
車
の
種
類
に
よ
っ
て
は

軽
自
動
車
税
叉
は
固
定
資
産
税
を
市

自
動
車
税
は
、
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
こ
と
に
担
税
力
を
見
い
だ
し

第
十
五
回
郡
市
剣
道
大
会

　
　
　
清
滝
ユ
リ
子
（
二
一
）
東
田
尻

｛
新
郎
桑
原
隆
一
（
三
〇
）
津
南
町

新
婦
高
野
ト
キ
子
（
二
も
芋
沢

　
法
務
省
で
は
十
月
一
日
「
法
の

日
」
に
お
け
る
公
報
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
日
本
公
証
人
連
合
会
の
公
証

制
度
の
正
し
い
理
解
と
、
そ
の
利
用

を
よ
う
い
に
出
来
る
よ
う
、
公
証
役

で
の
公
正
証
書
に
し
て
お
く
方
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

　
公
正
証
書
は
公
証
人
（
判
検
事
、

法
務
局
長
、
弁
護
士
な
ど
の
中
か
ら

法
務
大
臣
が
任
命
す
る
）
が
、
国
の

町
村
に
）
納
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
燃
料
を
買
っ
た
と
き
は
軽
油
引

取
税
を
県
に
（
燃
料
の
種
類
に
ょ
っ

て
は
揮
発
油
税
と
地
方
道
路
税
又
は

石
油
ガ
ス
税
を
国
に
）
納
め
て
い
ま

た
財
産
課
税
的
性
格
の
も
の
で
あ
る

と
さ
れ
、
さ
ら
に
道
路
損
傷
負
担
金

的
性
格
を
あ
わ
せ
有
し
て
い
ま
す
。

◎
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
自
動
車

は
、
普
通
自
動
車
と
三
輪
以
上
の
小

　
去
る
十
一
月
二
十
三
日
、
十
日
町

市
川
治
小
学
校
で
行
な
わ
れ
た
第
十

田
沢
小
優
勝
（
小
学
校
の
部
）

個
人
一
般
で
滝
沢
さ
ん
優
勝

　
　
　
　
　
　
人
優
勝
し
、
田
沢
勢
の
活
躍
が
め
だ

　
　
　
　
　
　
ち
ま
し
た
。

｛
翻
露
嬉
饗
誰
贈

｛
新
郎
羽
鳥
新
平
（
一
一
九
）
本
屋
敷

新
婦
五
†
君
ナ
ツ
子
（
ま
）
小
千
谷

場
利
用
を
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

◆
公
証
役
場
利
用
の
手
び
き

・
お
金
の
貸
し
借
り
、
不
動
産
の
売

監
督
の
下
で
、
つ
く
り
ま
す
か
ら
、

契
約
の
証
拠
と
し
て
の
信
用
は
完
全

で
す
。

　
た
だ
の
口
約
束
や
、
当
事
者
間
の

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
動
車
を
布
持
ち

の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
税
金
を
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

型
自
動
車
で
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
に
は
道
路
運
送
車

両
法
上
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
税
金
に
は
そ
の
種
類
に
ょ
っ

五
回
郡
市
剣
道
大
会
に
は
二
十
三
団

体
の
参
加
が
あ
り
、
田
沢
小
学
校
A

チ
ー
ム
は
見
事
、
小
学
生
の
部
で
優

勝
し
ま
し
た
。

　
な
お
成
績
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

▽
団
体
戦
（
小
学
生
の
部
）

　
一
位
田
沢
小
学
校
A
チ
ー
ム

　
三
位
田
沢
小
学
校
B
チ
ー
ム

◎
昇
天

氏
名
　
　
年
令
　
部
落

鈴
木
伝
三
郎
　
　
伏
二
）
　
下
山

小
林
良
夫
　
　
（
ニ
ニ
）
　
西
方

買
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
契
約
や
遺

契
約
書
だ
け
で
は
相
手
が
約
束
を
実

の
税
金
は
、
道
路
の
新
設
、
補
修
な

て
次
の
よ
う
に
県
や
市
町
村
に
納
め

ま
た
個
人
戦
で
は
一
般
で
滝
沢
一

▽
個
人
戦
（
一
般
の
部
）

小
林
チ
カ
　
　
（
∫
）
　
如
来
寺

言
な
ど
を
キ
チ
ン
と
さ
せ
て
強
力
な

行
し
な
い
と
き
は
裁
判
に
な
り
か
ね

ど
の
道
路
事
業
は
も
と
よ
り
、
教
育

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

郎
さ
ん
、
中
学
生
で
上
原
章
君
、
小

一
位
滝
沢
　
一
郎
（
田
中
）

富
井
謙
蔵
　
　
（
七
〇
）
　
市
之
越

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
公
証
役
場

ま
せ
ん
。
公
正
証
書
が
つ
く
っ
て
あ

の
振
興
や
社
会
福
祉
の
充
実
な
ど
に

普
通
自
動
車
、
小
型
自
動
車
（
三

学
生
で
樋
口
典
昭
君
が
そ
れ
ぞ
れ
個

（
中
学
生
の
部
）

樋
ロ
　
キ
ク
　
　
（
七
も
　
　
荒
屋
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一
年
を
顧
み
て

中
里
村
長
藤
田

　
昭
和
四
十
五
年
の
年
末
に
方
り
聯

か
所
見
を
開
陳
し
て
御
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

村
民
各
位
の
輿
望
を
担
っ
て
昨
年

十
二
月
二
十
五
日
村
長
に
就
任
以
来

約
一
力
年
を
経
過
致
し
ま
し
た
。
お

蔭
様
で
頑
健
で
一
日
も
休
む
こ
と
な

く
勤
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
就
任
当
日
全
職
員
に
対
し
て
左
の

五
項
目
を
村
長
の
方
針
と
し
て
訓
示

致
し
ま
し
た
。

　
一
、
綱
紀
粛
正

　
二
、
公
僕
精
神
に
徹
す
る
こ
と

　
三
、
熱
心
な
る
執
務

　
四
、
和
衷
協
同

　
五
、
正
し
い
礼
儀

五

郎

繭
来
全
職
員
は
村
長
の
意
を
体
し
精

励
格
動
以
っ
て
業
務
を
円
滑
に
処
理

し
て
、
本
日
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
は

喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
就
任
以
来
、
道
路
、
橋
架
、
農
業

教
育
、
医
療
、
水
道
、
除
雪
問
題
等

山
積
す
る
問
題
に
対
処
し
て
全
く
席

の
温
ま
る
暇
な
く
東
奔
西
走
、
夢
の

間
に
一
力
年
が
経
過
し
た
感
じ
で
御

座
い
ま
す
。

　
来
た
る
ぺ
き
四
十
六
年
は
更
に
多

事
多
難
の
年
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
全
力
投
球
に
よ
っ
て
村

民
各
位
の
御
期
待
に
副
う
べ
く
努
力

す
る
所
存
で
御
座
い
ま
す
の
で
、
益

益
の
御
協
力
と
御
支
援
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
簡
単
乍

ら
年
末
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
何
卒
皆
様
葡
元
気
で
よ
き
狗
正
月

　一を
お
迎
え
下
さ
る
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
去
る
十
一
月
二
十
五
日
午
後
一
時

よ
り
十
日
町
市
役
所
に
於
い
て
、
県

政
に
対
し
て
の
地
域
住
民
の
声
を
聞

く
懇
談
会
が
開
か
れ
、
中
里
村
か
ら

は
　
　
　
　
と
し
て
　
　
　
　
さ
ん

　
　
　
ロ
　
　
ぽ
む
さ
ん
　
　
　

　
ロ
　
ホ
　
　
さ
ん
　
　
　
レ
　
ロ

県
政
懇
談
会
開
く

キ
イ
さ
ん
（
通
り
山
）
上
村
忠
男
さ

ん
（
山
崎
）
阿
部
セ
ツ
ノ
さ
ん
（
貝

野
）
山
本
茂
穂
さ
ん
（
桂
）
桑
原
照

子
さ
ん
（
上
山
）
以
上
八
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
ρ

　
ま
た
村
当
局
か
ら
は
、
村
長
、
収

入
役
、
議
会
か
ら
は
南
雲
副
議
長
、

上
村
賢
造
氏
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
県
側
か
ら
知
事
、
教
育
長
を
は
じ

め
各
部
課
長
が
出
席
し
、
中
里
村
か

ら
三
人
の
発
言
者
が
立
ち
、
教
育
、

道
路
、
農
業
、
医
療
等
の
問
題
を
取

り
あ
げ
ま
し
た
。
質
問
、
答
弁
は
次

の
通
り
で
す
。

〔
教
育
問
題
〕
　
高
橋
　
英
男
さ
ん

①
教
員
養
成
機
関
の
刷
新
改
革
に
つ

い
て〔

答
〕
現
在
の
教
員
養
成
は
、
開
放

養
成
制
度
で
あ
り
、
大
学
（
通
信
教

育
を
含
む
）
に
お
い
て
所
定
の
単
位

を
修
得
す
れ
ぱ
免
許
状
が
授
与
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
国
の
施
策

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
が

教
育
は
教
師
に
人
を
得
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
の
で
県
と
し
て
も
人
材
の
確

保
に
努
力
し
て
い
る
。
人
材
の
確
保

に
は
、
養
成
制
度
と
と
も
に
教
職
を

魅
力
あ
る
も
の
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
。

②
へ
き
地
に
優
秀
教
員
の
配
置
を

〔
答
〕
へ
き
地
に
優
秀
教
員
を
確
保

す
る
た
め
に
県
と
し
て
は
、
ω
へ
き

地
勤
務
者
の
特
別
昇
給
ω
管
理
職
起

用
の
有
力
な
資
料
に
す
る
、
な
ど
の

施
策
を
し
て
い
る
が
、
市
町
村
と
し

て
も
住
宅
の
確
保
、
道
路
の
整
備
な

ど
ご
協
力
を
願
い
た
い
。

③
教
育
施
設
の
設
置
基
準
の
改
正
に

つ
い
て

〔
答
〕
積
雪
地
域
に
対
し
て
は
、
施

設
の
基
準
面
積
を
算
定
す
る
場
合
に

割
増
し
の
補
正
を
し
て
い
ま
す
が
、

十
分
で
な
い
の
で
国
に
対
し
て
改
善

を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
公

立
文
教
施
設
の
補
助
裏
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
応
地
方
債
と
地
方
交
付
税

で
財
源
措
置
が
な
さ
れ
て
は
い
ま
す

が
、
へ
き
地
、
豪
雪
地
域
の
施
設
整

備
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
財
政
援

助
を
手
厚
く
す
る
よ
う
目
下
国
に
対

し
運
動
中
で
す
。

④
へ
き
地
小
規
模
校
の
職
員
定
数
の

増
大

〔
答
〕
本
年
度
は
へ
き
地
三
級
地
以

上
の
三
学
級
以
下
の
学
校
の
う
ち
、

教
育
委
員
会
が
認
め
た
も
の
に
教
員

一
人
を
特
配
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
方
針
を
合
せ
て
で
き
る

か
ぎ
り
複
式
学
級
解
消
の
方
向
で
検

討
い
た
し
ま
す
。

〔
農
業
問
題
〕
　
鈴
木
重
義
さ
ん

①
中
里
村
は
米
単
作
地
帯
で
あ
り
、

県
下
の
他
地
域
と
と
も
に
従
来
ど
お

り
米
作
継
続
が
で
き
る
よ
う
国
に
対

し
要
望
し
、
実
現
を
図
っ
て
ほ
し

い
。〔

答
〕
本
県
農
業
は
米
を
主
軸
と
す

る
食
糧
供
給
基
と
し
て
発
展
さ
せ
る

姿
勢
に
変
り
あ
り
ま
せ
ん
。
中
里
村

も
今
後
と
も
米
の
生
産
適
地
と
し
て

残
る
た
め
に
は
、
良
質
で
生
産
性
の

高
い
米
づ
く
り
に
ご
努
力
願
い
た

い
。

②
無
限
に
あ
る
高
冷
地
を
開
墾
し
高

冷
地
野
菜
を
栽
培
す
る
た
め
、
苗
場

山
麓
国
有
林
の
払
下
げ
を
配
慮
で
き

な
い
か
。

〔
答
〕
苗
場
山
麓
は
、
広
大
な
国
有

林
野
及
び
未
墾
地
が
あ
り
、
国
や
県

及
ぴ
市
町
村
で
は
、
こ
の
地
帯
の
農

業
振
興
を
は
か
る
た
め
に
は
、
こ
の

広
大
な
土
地
を
ど
の
よ
う
に
開
発
す

べ
き
か
に
つ
い
て
昭
和
四
十
二
年
か

ら
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
国
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と

し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

関
係
面
積
が
五
千
四
百
診
に
及
ぶ
た

め
、
昭
和
四
十
七
年
ま
で
調
査
し
昭

和
五
十
年
頃
か
ら
工
事
が
始
め
ら
れ

る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
現
在
す
す
め

て
い
る
調
査
は
、
ど
の
地
帯
に
ど
ん

な
作
目
を
ど
の
位
作
付
け
す
る
か
と

い
う
営
農
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
ま

す
。
今
予
定
さ
れ
て
い
る
作
目
は
、

高
冷
地
野
菜
を
含
む
野
菜
、
桑
、
飼

料
作
物
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お

事
業
実
施
地
区
に
は
、
国
有
林
野
の

開
発
も
計
画
し
て
お
り
国
有
林
野
の

活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
国
に
強
く
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
面
へ
続
く
）
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今
冬
の
除
雪
圧
雪
計
画
に
つ
い
て

　
例
年
に
な
い
多
量
の
初
雪
で
足
が

奪
わ
れ
、
大
変
の
こ
と
と
思
い
ま

一
9
。

　
今
年
は
下
記
の
通
り
除
雪
、
圧
雪

を
行
な
う
計
画
で
す
の
で
、
皆
様
の

御
理
解
、
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　
（
こ
の
作
業
で
村
は
、
年
間

約
一
千
万
円
位
必
要
と
し
ま
す
）

◎
特
に
御
協
力
い
た
だ
き
た
い
こ
と

①
山
崎
、
上
山
地
内
の
国
道
沿
線
の

　
方
々
の
う
ち
硫
、
雪
溝
に
面
し
て
い

　
る
家
髪
め
ら
れ
た
時
賜
に
排
雪

　
し
、
下
流
で
の
溢
水
の
か
い
よ
う

　
特
に
注
意
し
、
又
、
撃

　
な
い
よ
う
作
業
を
し
て
下
さ
い
。

②
国
道
は
全
線
駐
車
禁
止
で
す
の
で

守
っ
て
下
さ
い
。

③
道
路
除
雪
、
圧
雪
に
つ
い
て
、
道
路

　　～

　　　十
　　　li
　　　町
　　　’市

捌蔚渥敷聾〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

上
に
物
を
置
か
れ
て
も
作
業
の
妨
画

げ
に
な
り
、
続
行
出
来
ま
せ
ん
又
、
計

所
在
が
不
明
で
取
り
こ
わ
し
と
雪

な
っ
て
も
責
任
は
負
い
か
ね
ま
す
踏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
で
お
取
り
か
た
づ
け
下
さ
い
。
雪

④
も
し
、
作
業
中
に
道
路
上
以
外
で
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
破
損
、
支
障
等
あ
り
ま
し
た
ら
内

運
転
手
に
教
え
て
下
さ
い
。
要
望
管

連
絡
等
は
な
る
べ
く
区
長
さ
ん
よ
村

り
取
り
ま
と
め
の
上
役
場
へ
連
絡
．
里

下
さ
い
・
　
　
　
　
　
中

⑤
こ
の
作
業
も
天
候
相
手
で
あ
り
、

　
道
路
が
狭
く
た
り
、
機
械
不
足
等

　
か
ら
十
分
に
常
時
進
め
ら
れ
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

i
建
設
課
ー

　
　
　
ピ
．

｝
～
い

蕪
　
炉

　
　
〃

イ、了濃川

彰〃

～ 越後田沢駅

Eレ至ま
ザ

乍線。
ブ

ハ
ずH道一

n［

　
（
一
面
よ
り
続
き
）

③
清
津
川
右
岸
段
丘
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
に
対
し
て
は
過
剰
投
資
分
を
国
で

負
担
す
る
よ
う
配
慮
を
。

噸
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簗
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鳥

サ

至ノく割野

㊧
ノ

　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
、
、

冗
－
’
　
　
　
　
　
　
　
、
、

響7

　
　
ー
曳

　
　
　
一
、

　
　
　
一

　
　
惇

　態
鯵亀

　離

騒

〔
答
〕
昭
和
四
十
五
年
二
月
、
次
宮

通
達
に
ょ
り
最
終
的
な
開
田
抑
制
の

取扱い

が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
全
面

的
に
開
田
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
は

事
実
で
す
が
、
本
地
区
の
理
事
長
を

は
じ
め
皆
さ
ん
の
ご
努
力
に
ょ
り
、

一
部
の
開
田
は
県
営
事
業
に
の
み
非

公
式
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
林
省
の

了
解
を
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
地
元

の
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
県
も
一

緒
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。〔

道
路
、
河
川
問
題
〕

　
　
　
　
　
　
　
羽
鳥
隆
士
・
さ
ん

①
県
道
羽
倉
線
改
修
整
備
促
進
に
っ

い
て〔

答
〕
信
濃
川
を
は
さ
ん
で
一
般
国

道
二
七
口
、
乃
線
と
併
行
す
る
地
域
の

重
要
な
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他

の
路
線
と
の
関
連
も
考
慮
し
、
機
能

を
十
分
発
揮
で
き
る
重
要
な
地
点
か

ら
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

②
県
道
宮
中
橋
架
橋
促
進
に
つ
い
て

〔
答
〕
本
橋
は
、
信
濃
川
に
架
る
橋

長
三
二
二
・
五
材
の
長
大
橋
で
あ
り

相
当
多
額
の
工
費
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
な
お
昭
和
四
十
四
年
度
よ
り
着

工
し
て
お
り
、
完
成
見
込
は
、
昭
和

四
十
九
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

国
の
予
算
の
推
移
を
み
な
が
ら
極
力

早
期
に
完
成
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
。

③
旧
倉
俣
村
の
道
路
改
修
の
依
頼
に

つ
い
て

　
〔
答
〕
要
望
路
線
は
、
一
般
県
道
田

代
越
後
田
沢
（
T
）
線
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
が
、
現
在
、
芋
川
地
内
（
へ
一

っ
り
）
に
お
い
て
単
県
改
修
事
業
で

実
施
中
で
あ
り
、
今
後
も
引
続
き
公

共
事
業
と
し
て
整
備
で
き
る
よ
う
国

に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

④
高
田
、
松
之
山
、
六
日
町
線
の
貫

通
、
早
期
実
現
に
つ
い
て

〔
答
〕
本
線
は
、
地
域
の
重
要
な
路

線
で
あ
り
、
県
と
し
て
も
毎
年
多
額

の
事
業
費
を
投
資
し
て
整
備
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
平
地
部
で
未
整
備
箇
所
が
多
く
、

こ
れ
ら
を
整
備
す
る
と
と
も
に
六
日

町
側
の
進
捗
を
考
慮
し
、
出
来
得
る

限
り
早
期
に
十
二
峠
の
貫
通
を
促
進

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
つ
づ
い
て
鈴
木
重
義
さ
ん
が
道
路

河
川
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

①
農
業
振
興
の
た
め
の
道
路
整
備
拡

充
と
大
小
道
路
の
改
良
新
設

〔
答
〕
農
業
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

産
業
開
発
の
基
盤
と
し
て
道
路
の
整

備
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
と

し
て
も
重
点
施
策
と
し
て
強
力
に
そ

の
推
進
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
公
共
事
業
の
推
進
と

県
単
独
事
業
費
の
増
額
投
資
を
考
慮

し
、
重
要
産
業
と
関
連
あ
る
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
取
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

②
清
津
川
、
釜
川
流
域
の
護
岸
の
一

層
の
強
化
を

　
〔
答
〕
清
津
川
に
つ
い
て
は
、
中
里

村
芋
川
地
内
に
お
い
て
昭
和
四
十
一

年
度
よ
り
河
川
局
部
改
良
工
事
と
し

て
築
堤
、
護
岸
を
継
続
実
施
中
で
あ

り
、
今
後
も
引
継
き
促
進
し
て
ま
い

り
た
い
。
ま
た
、
そ
の
他
の
箇
所
に

つ
い
て
も
今
後
調
査
を
行
な
い
、
必

要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
護
岸
を
強
化

す
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

釜
川
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
な
ど

に
ょ
り
被
災
箇
所
に
つ
い
て
は
護
岸

を
施
工
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
清

津
川
と
同
じ
く
調
査
検
討
の
う
え
、

必
要
な
箇
所
の
護
岸
を
強
化
し
て
ま

い
り
た
い
。

〔
医
療
問
題
〕
　
鈴
木
　
重
義
さ
ん

①
へ
き
地
診
療
所
に
必
す
医
師
を

（
農
夫
症
、
成
人
病
、
老
人
対
策
、

保
育
所
の
充
実
を
早
急
に
）

〔
答
〕
本
県
の
医
師
数
は
不
足
し
て

お
り
、
し
か
も
都
市
へ
集
中
し
、
特

に
へ
き
地
で
あ
る
郡
部
の
絶
対
数
が

不
足
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

国
に
対
し
て
医
師
養
成
の
大
巾
増
員

を
は
か
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
へ
き
地
等

に
お
い
て
は
降
雪
期
前
に
巡
回
診
療

を
行
な
い
、
農
夫
症
、
成
人
病
、
結

核
、
食
生
活
の
改
善
な
ど
早
期
検
診

や
保
健
指
導
を
行
な
う
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
樋
ロ
キ
イ
さ
ん
が
、
冬
期
間

の
自
動
車
交
通
の
確
保
、
阿
部
セ
ッ

ノ
さ
ん
が
、
冬
期
問
の
県
道
、
主
要

道
路
の
無
雪
化
の
阜
期
実
現
、
ま
た

上
村
忠
男
さ
ん
は
、
他
の
観
光
施
設

等
を
結
ぶ
道
路
の
早
期
完
成
に
つ
い

て
、
等
の
発
言
が
あ
り
午
後
五
時
半

ま
で
熱
の
こ
も
っ
た
質
疑
、
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

手
を
つ
な
ぎ
柚
、
域
ぐ

る
み
で
歳
末
防

の△】

》θ

冬
期
お
よ
び
生
末
年
始
の
交

中
里
村通
防事
犯故
組訪
合止

交
通
対
策
協
議
会
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箸
回
母
子
衛
生
大
会
開
く

　
　
　
　
　
　
優
良
児
表
彰
と
講
演
会

　
去
る
十
一
月
十
四
日
、
第
十
一
回

中
里
村
母
子
衛
生
大
会
が
児
童
舘
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
午
前
は
十
日
町
保
健
所
長
は
じ
め

来
賓
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
、
上
村
病

院
長
、
藤
田
歯
科
医
院
長
の
審
査
報

告
、
つ
づ
い
て
優
良
乳
児
及
び
、
三

才
児
、
五
才
児
、
母
子
衛
生
地
区
組

織
の
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
午
後

は
、
新
潟
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民

会
議
所
副
会
長
中
谷
千
代
先
生
の
講

演
、
映
画
等
が
行
な
わ
れ
た
。

▽
表
彰
（
県
表
彰
）

県
赤
ち
ゃ
ん
祭
県
一
位
口
広
田
桂
子

（
荒
屋
）
入
賞
u
小
林
務
（
山
崎
）

藤
田
信
行
（
宮
中
）
樋
口
泰
俊
（
小

原
）
井
ノ
川
邦
恵
（
如
来
寺
）

▽
村
表
彰

未
熟
児
表
彰
H
井
ノ
川
正
年

母
子
組
織
団
体
“
如
来
寺
、
清
津
峡

．
母
子
組
織
個
人
“
樋
ロ
ス
ギ
（
臼
羽

毛
）
上
原
ア
ヤ
（
田
中
）
。

昭
和
四
十
五
年
度
中
里
村

自
営
者
冬
期
農
業
講
座
開
く

　
鍬
や
鎌
を
農
業
用
具
と
し
て
お
っ

た
の
は
十
数
年
前
の
こ
と
で
、
こ
の

間
の
世
の
中
の
移
り
変
り
は
大
変
な

も
の
で
す
。
そ
れ
は
農
業
だ
け
で
は

な
く
、
他
の
産
業
は
農
業
を
上
廻
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
す
す
ん

だ
農
業
技
術
や
生
活
の
や
り
方
、
こ

れ
か
ら
の
農
業
の
あ
り
方
等
を
農
閑

期
を
利
用
し
て
、
農
家
の
主
婦
の
皆

さ
ん
か
ら
勉
強
し
て
い
た
マ
き
、
短

期
間
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
講
座
が

皆
さ
ん
の
経
営
や
、
生
活
改
善
に
少

し
で
も
役
立
て
ぱ
と
願
っ
て
、
中
里

嶽

村
役
場
、
中
里
村
農
業
協
同
組
合
、

中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
所
が
中
心
と

な
り
開
講
さ
れ
た
。
受
講
生
は
農
家

の
主
婦
で
村
内
で
四
十
六
名
の
方
が

受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
大
き

く
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
農
業
鄙
門
と

主
婦
課
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
の
米
づ
く
り
、
野
菜
の
上
手
な
肥

料
の
や
り
方
、
私
達
の
健
康
を
た
も

つ
た
め
に
、
主
婦
の
立
場
か
ら
見
た

農
家
経
営
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
勉

強
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

防
犯
は
み
ん
な
の
注
意
と
協
力
で

　
　
　
　
　
　
1
年
末
防
犯
心
得
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
・
倉
俣
駐
在
所

▼
家
庭
の
み
な
さ
ん
に

　
最
近
は
住
宅
地
の
ア
キ
巣
、
忍
び

込
み
な
ど
の
犯
罪
が
ふ
え
て
い
ま

す
。
と
く
に
年
末
に
な
る
と
買
物
、

そ
の
他
の
用
事
が
多
く
な
り
、
預
金

を
引
き
出
し
た
り
、
大
金
を
家
庭
で

取
扱
う
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
被
害

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
致
し
ま
し
ょ

う
。・

完
全
な
戸
締
り
の
励
行

・
二
重
錠
と
防
犯
ベ
ル
の
取
り
付
け

　
を

・
大
金
は
な
る
べ
く
家
に
お
か
な
い

▼
金
融
機
関
、
商
社
の
み
な
さ
ん
に

　
年
末
に
な
る
と
、
金
融
機
関
、
事

務
所
、
店
舗
な
ど
の
盗
難
事
件
が
多

く
発
生
し
ま
す
。
カ
ギ
を
か
け
て
い

な
い
場
所
、
カ
ギ
の
不
完
全
な
場
所

が
一
番
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
大
型
金
庫
、
手
さ
げ
金
庫
、
ロ
ソ

カ
ー
、
机
の
引
き
出
し
な
ど
か
ら
現

金
、
預
金
通
帳
、
印
鑑
、
高
価
な
商

品
な
ど
を
盗
み
ま
す
。
犯
行
は
夜
間

の
手
薄
な
時
が
多
い
の
で
次
の
こ
と

に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
・
完
全
な
戸
締
り
の
励
行

　
・
宿
直
警
備
の
強
化

　
・
防
犯
ベ
ル
の
設
置

　
・
カ
ギ
や
現
金
な
ど
の
保
管
に
注
意

※
年
末
、
年
始
の
交
通
事
故
防
止

　
年
末
に
は
、
降
雪
な
ど
気
象
や
道

路
条
件
が
悪
化
す
る
た
め
、
ス
リ
ッ

ブ
に
よ
る
事
故
が
急
増
す
る
う
え
、

忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
す
る
機
会
の
多

い
こ
と
か
ら
酒
を
飲
ん
で
の
交
通
事

故
も
多
く
な
り
ま
す
。
こ
と
し
は
、

家
庭
や
職
場
等
に
お
い
て
次
の
こ
と

を
徹
底
し
、
事
故
の
な
い
明
る
い
正

月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

▼
酒
を
飲
ん
で
の
車
を
運
転
す
る
こ

　
と
は
や
め
よ
う
。

▼
運
転
す
る
入
は

ω
運
転
す
る
と
き
は
、
一
滴
も
の
ま

　
な
い
。

ω
お
酒
の
で
る
会
合
な
ど
に
は
、
車

　
を
運
転
し
て
い
か
な
い
。

㈹
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き
は
、
酒

　
の
席
に
顔
を
出
さ
な
い
。

＠
飲
ん
だ
と
き
は
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

　
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
家
庭
、
職
場
に
お
い
て
も
、
い
か

　
に
酒
の
好
き
な
人
で
あ
っ
て
も
、

　
車
を
運
転
す
る
入
に
は
、
絶
対
に

　
酒
を
す
す
め
な
い
で
下
さ
い
。

雪
の
石
探
し
て
女
大
根
潰

冬
風
の
吹
き
た
た
か
る
る
窓
目
貼
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

一
夜
に
雪
、
平
ら
に
沈
む
開
拓
地

吾
が
影
の
あ
ま
り
に
大
き
よ
な
ぺ
の

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
」
　
　
己

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ロ
　
ニ
ロ
ほ

コ
ー
ラ
の
空
瓶
初
雲
の
せ
て
積
む
男

雪
の
バ
ス
ゆ
ら
れ
ゆ
ら
れ
て
ね
む
け

す
る
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

ス
コ
ッ
ブ
の
尖
り
に
疲
れ
雪
の
夕

朗
々
と
菊
吟
味
詠
の
床
に
和
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

嶺
が
雪
光
ら
す
人
気
な
い
椅
子
ら

空
の
果
て
に
て
．
冒
菓
の
よ
う
な
星
の

冷
え
　
　
　
　
　
　
美
雪

乳
液
の
ふ
た
こ
ろ
が
れ
り
夜
の
雪

母
な
く
て
梢
に
残
る
蜂
屋
柿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

初
雪
が
降
り
出
す
峡
に
村
閉
す
る

蛇
笏
忌
の
す
で
に
虫
．
迷
峰
は
冬
の
威

に
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

冬
道
絶
え
電
話
が
つ
な
ぐ
隣
り
村

中
里
文
芸

　
　
　
　
ー
十
二
月
投
句
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凍
子

吾
も
枯
野
の
一
樹
き
ら
め
く
虹
か
か

げ山
傾
き
暗
い
根
雪
と
な
る
鴉
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
知

遅
ま
し
く
母
子
で
お
ろ
す
屋
根
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

商
戦
を
の
が
れ
て
師
走
の
コ
ッ
プ
酒

　
　
　
短
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
沙
緒

き
っ
と
見
て
誰
に
も
負
け
ぬ
と
息
ご

ん
で
テ
ー
プ
切
る
さ
ま
し
て
見
せ
る

吾
子
　
　
　
　
　
山
崎
　
了

切
り
立
ち
し
岩
に
作
り
し
細
き
路

大
き
な
お
尻
を
フ
リ
フ
リ
歩
む
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
原
　
健

耐
え
に
た
え
通
い
手
に
し
た
こ
の
帯

に
つ
ら
い
思
い
も
今
は
な
つ
か
し


